
年上坂

市
民
四
季
の
森

市
民
四
季
の
森

市
民
四
季
の
森

エコハウス・小牧

まめなしの里

久捨

至大草交差点

中央
自動
車道

八幡社南

野口高畑

大
草
七
重

至
池
之
内
交
差
点

東
洞

野
口
大
山

入口

愛知文教大学

年上坂東

　

太
良
ま
め
な
し
の
里
は
、

３
つ
の
た
め
池
や
大
草
の
マ

メ
ナ
シ
自
生
地
な
ど
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
有
し
た
場
所

に
あ
る
約
１
・
67
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
大
な
公
園
で
す
。
３
つ

の
た
め
池
は
愛
知
用
水
が
通

水
す
る
ま
で
、
田
ん
ぼ
の
貴

重
な
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
０
９
年
に
地

元
の
人
た
ち
の
声
か
ら
話
し
合

い
が
進
め
ら
れ
、
２
０
２
５
年

に
「
太
良
ま
め
な
し
の
里
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
大

草
の
マ
メ
ナ
シ
自
生
地
」
は
、

１
９
９
９
年
に
発
見
さ
れ
、

２
０
０
８
年
に
小
牧
市
の
天

然
記
念
物
に
、
２
０
１
１
年
に

は
愛
知
県
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
景
観
と
自
然
を
保
全

す
る
た
め
の
最
低
限
の
整
備

を
し
た
シ
ン
プ
ル
な
園
内
で

は
、
多
種
多
様
な
植
物
や
昆

虫
、
野
鳥
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
、
本
当
の
意
味
で
豊

か
な
自
然
を
体
感
で
き
る
絶

好
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
通
常

の
公
園
と
は
違
い
、
運
動
場

や
遊
具
な
ど
は
な
く
、
丸
太

　

令
和
７
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
太

　

令
和
７
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
太

良
ま
め
な
し
の
里
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

良
ま
め
な
し
の
里
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

今
回
は
、

今
回
は
、
普
通
の
公
園
と
は
少
し
趣
が
異

普
通
の
公
園
と
は
少
し
趣
が
異

な
り
、
自
然
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
整
備
さ

な
り
、
自
然
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
整
備
さ

れ
た
公
園
を
紹
介
し
ま
す
。

れ
た
公
園
を
紹
介
し
ま
す
。

太太だ
い
だ
い

良良らら

ま
め
な
し
の
里
に

ま
め
な
し
の
里
に

　
　
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

年上坂交差点

小牧ケ丘
老人憩いの家

駐車場（９台）とトイレ
入口

白浜池

ひろば

みはらし小屋

大草の
マメナシ自生地

太良上池太良上池
だいらかみいけだいらかみいけ

太良下池太良下池
だいらしもいけだいらしもいけ

ツツジの
林間散策路

野鳥観察場

コナラの
林間散策路

バス停
こまくる「エコハウス・小牧」

（自生地内は立入禁止）

太
良
ま
め
な
し
の
里
　
園
内
マ
ッ
プ

野
鳥
の
観
察
に
訪
れ
た
り
、

静
か
に
ベ
ン
チ
に
座
り
読
書

を
楽
し
ん
だ
り
と
、
穏
や
か
な

楽
し
み
方
が
お
す
す
め
で
す
。

　

過
去
に
は
マ
ル
シ
ェ
が
開

催
さ
れ
た
り
、
毎
年
春
に
は

マ
メ
ナ
シ
観
察
会
が
開
か
れ

た
り
し
て
い
て
、
広
報
こ
ま

き
等
で
情
報
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
園
内
は

火
気
厳
禁
で
、
団
体
等
で
利

用
す
る
場
合
は
み
ど
り
公
園

課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

遠
方
に
行
か
ず
と
も
、
こ

ん
な
に
自
然
に
溢
れ
た
場
所

が
小
牧
に
は
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
、
自
然
に
触
れ
る
小

旅
行
の
よ
う
な
お
出
か
け
を

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

こまくる13野口大山線（桃花台センタ
ーと味岡駅間）または16城山大草線
（桃花台センターとエコハウス・小牧
間）に乗車し「エコハウス・小牧」下
車、徒歩およそ3分

公共交通機関の場合

の
ベ
ン
チ
が
数
か
所
に
配
置

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

県
指
定
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
「
大
草
の
マ
メ
ナ

シ
自
生
地
」
は
、
約
20
本
の

マ
メ
ナ
シ
の
成
木
が
自
生
す

る
国
内
最
大
の
自
生
地
の
一
つ

で
す
。
自
然
環
境
が
保
全
さ

れ
て
い
て
、
極
め
て
貴
重
だ

と
い
う
評
価
も
得
て
い
ま
す
。

春
先
に
は
白
い
花
を
咲
か
せ
、

秋
に
は
直
径
１
セ
ン
チ
く
ら

い
の
実
が
な
り
ま
す
。

　

園
内
は
、
み
は
ら
し
小
屋

や
野
鳥
観
察
場
な
ど
最
低
限

の
整
備
が
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、「
遊
ぶ
」
と
い
う
よ

り
は
「
自
然
を
愛
で
る
」、「
自

然
に
癒
さ
れ
る
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
散
策
や
散
歩
、

市民レポーターの皆さんが、市内のさまざまな
場所に出かけて、市民ならではの視点から

小牧の魅力や身近な話題について
取材した様子を、毎月紹介
していくコーナーです！
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ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
、
太
良
ま
め
な
し
の
里

の
除
草
作
業
を
す
る
「
ド
リ
ー

ム
サ
ポ
ー
ト
こ
ま
き
」（
今
村

政
宏
会
長
）。
土
木
、
水
道
、

建
設
関
連
な
ど
モ
ノ
づ
く
り

の
で
き
る
小
牧
市
、
春
日
井

市
の
企
業
の
皆
さ
ん
30
人
が

　

ま
さ
に
、
大
自
然
。
ア

ウ
ト
ド
ア
な
服
装
で
出
か

け
ま
し
ょ
う
ね
。

み
ど
り
公
園
課

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
自
分
た

ち
し
か
で
き
な
い
大
変
な
作

業
を
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

今
年
７
月
に
は
、
メ
ン
バ
ー

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
器
材
を
持

ち
込
ん
で
、
園
内
の
除
草
作

業
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
量
、

２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
５
、６
台
分

と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
生
業
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
役
立
ち
、

困
り
ご
と
が
解
決
で
き
た
ら

と
思
い
始
め
ま
し
た
。『
業

界
の
人
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
一
緒
に
汗
を
か

け
る
仲
間
に
な
り
た
い
』
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

住
所
：
小
牧
市
役
所
東
庁
舎
２
階

電
話:

76
・
１
１
９
１
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今
月
も
、
園
内
の
除
草
作

業
を
行
う
予
定
で
す
。
他

に
も
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
な

ど
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
部
地
域
の
多
世
代
、
多

文
化
交
流
の
き
っ
か
け
を
つ

く
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る

活
動
を
続
け
る
団
体
「
リ
ユ
ー

ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
が
、
東
部
地

域
ト
ラ
イ
ア
ル
活
動
と
し
て
、

10
月
か
ら
始

め
た
「
ま
め

な
し
散
歩
」。

　

毎
月
第
１

金
曜
日
、午
前

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、マ
メ
ナ
シ
の
里
の
除
草
を
し
ま
し
た

現
在
、
市
で
は
「
大
草
の
マ
メ
ナ
シ
自
生
地
」
を
、

環
境
省
が
運
営
す
る
「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」
に
登
録

す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」
は
環
境
省
が
認
定
す
る
新

し
い
取
組
で
、
民
間
や
地
域
の
人
た
ち
の
活
動
に
よ

っ
て
生
物
多
様
性
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
場
所
を

認
定
す
る
制
度
で
す
。

こ
れ
は
、
２
０
２
２
年
、
生
物
多
様
性
条
約

第
15
締
約
国
会
議
（
Ｃ
О
Ｐ
15
）
で
採
択
さ
れ
た

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を
健
全

な
生
態
系
と
し
て
効
果
的
に
保
全
し
よ
う
」
と
い
う

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

自然共生サイトに登録準備中
　

毎
年
、
文
化
財
課
で
は
、
マ
メ
ナ
シ
の
花
が
咲
く
頃
に
、

園
内
に
あ
る
「
大
草
の
マ
メ
ナ
シ
自
生
地
」
で
、
観
察
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。（
令
和
８
年
は
３
月
28
日
に
開
催
）

普
段
は
保
護
の
た
め
に
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い
る
自
生
地

内
で
、
可
憐
な
マ
メ
ナ
シ
の
花
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
開
催
日
程
等
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

花
の
咲
く
頃
に
、マ
メ
ナ
シ
観
察
会
を
実
施

まめなしの里は、さまざまな団体、ボランティアグループの皆さんに支えられています！まめなしの里は、さまざまな団体、ボランティアグループの皆さんに支えられています！

リユースバスケット

ドリームサポートこまき

※
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
関
し

て
は
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら

内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

9
時
に
、
太
良
ま
め
な
し
の

里
・
み
は
ら
し
小
屋
に
集
合

し
、
参
加
者
で
散
歩
し
な
が

ら
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、

ち
ょ
っ
と
お
や
つ
を
た
べ
な

が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

企
画
で
す
。
終
了
予
定
は
正

午
で
す
。

　

散
歩
で
き
る
服
装
で
、
持

ち
物
は
、
飲
み
物
、
お
や
つ

な
ど
。
参
加
費
用
は
無
料
で

す
。
天
候
に
よ
り
中
止

の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

事
前
に
左
記
、
公
式
ラ

イ
ン
で
お
友
達
登
録
し

て
「
参
加
希
望
」
と
連

絡
す
る
と
、
担
当
者
か

ら
返
信
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
直
接
現
地

で
の
参
加
も
可
。

毎
月
１
回
、ゆ
っ
く
り
め
ぐ
る「
ま
め
な
し
散
歩
」を
開
催

み
く
る

今
回
の
取
材
先

広報こまき 2026年 11月号13
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ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
、
太
良
ま
め
な
し
の
里

の
除
草
作
業
を
す
る
「
ド
リ
ー

ム
サ
ポ
ー
ト
こ
ま
き
」（
今
村

政
宏
会
長
）。
土
木
、
水
道
、

建
設
関
連
な
ど
モ
ノ
づ
く
り

の
で
き
る
小
牧
市
、
春
日
井

市
の
企
業
の
皆
さ
ん
30
人
が

　

ま
さ
に
、
大
自
然
。
ア

ウ
ト
ド
ア
な
服
装
で
出
か

け
ま
し
ょ
う
ね
。

み
ど
り
公
園
課

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
自
分
た

ち
し
か
で
き
な
い
大
変
な
作

業
を
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

今
年
７
月
に
は
、
メ
ン
バ
ー

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
器
材
を
持

ち
込
ん
で
、
園
内
の
除
草
作

業
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
量
、

２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
５
、６
台
分

と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
生
業
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
役
立
ち
、

困
り
ご
と
が
解
決
で
き
た
ら

と
思
い
始
め
ま
し
た
。『
業

界
の
人
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
一
緒
に
汗
を
か

け
る
仲
間
に
な
り
た
い
』
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

住
所
：
小
牧
市
役
所
東
庁
舎
２
階

電
話:

76
・
１
１
９
１
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今
月
も
、
園
内
の
除
草
作

業
を
行
う
予
定
で
す
。
他

に
も
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
な

ど
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
部
地
域
の
多
世
代
、
多

文
化
交
流
の
き
っ
か
け
を
つ

く
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る

活
動
を
続
け
る
団
体
「
リ
ユ
ー

ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
が
、
東
部
地

域
ト
ラ
イ
ア
ル
活
動
と
し
て
、

10
月
か
ら
始

め
た
「
ま
め

な
し
散
歩
」。

　

毎
月
第
１

金
曜
日
、午
前

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、マ
メ
ナ
シ
の
里
の
除
草
を
し
ま
し
た

現
在
、
市
で
は
「
大
草
の
マ
メ
ナ
シ
自
生
地
」
を
、

環
境
省
が
運
営
す
る
「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」
に
登
録

す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」
は
環
境
省
が
認
定
す
る
新

し
い
取
組
で
、
民
間
や
地
域
の
人
た
ち
の
活
動
に
よ

っ
て
生
物
多
様
性
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
場
所
を

認
定
す
る
制
度
で
す
。

こ
れ
は
、
２
０
２
２
年
、
生
物
多
様
性
条
約

第
15
締
約
国
会
議
（
Ｃ
О
Ｐ
15
）
で
採
択
さ
れ
た

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を
健
全

な
生
態
系
と
し
て
効
果
的
に
保
全
し
よ
う
」
と
い
う

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

自然共生サイトに登録準備中
　

毎
年
、
文
化
財
課
で
は
、
マ
メ
ナ
シ
の
花
が
咲
く
頃
に
、

園
内
に
あ
る
「
大
草
の
マ
メ
ナ
シ
自
生
地
」
で
、
観
察
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。（
令
和
８
年
は
３
月
28
日
に
開
催
）

普
段
は
保
護
の
た
め
に
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い
る
自
生
地

内
で
、
可
憐
な
マ
メ
ナ
シ
の
花
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
開
催
日
程
等
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

花
の
咲
く
頃
に
、マ
メ
ナ
シ
観
察
会
を
実
施

まめなしの里は、さまざまな団体、ボランティアグループの皆さんに支えられています！まめなしの里は、さまざまな団体、ボランティアグループの皆さんに支えられています！

リユースバスケット

ドリームサポートこまき

※
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
関
し

て
は
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら

内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

9
時
に
、
太
良
ま
め
な
し
の

里
・
み
は
ら
し
小
屋
に
集
合

し
、
参
加
者
で
散
歩
し
な
が

ら
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、

ち
ょ
っ
と
お
や
つ
を
た
べ
な

が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

企
画
で
す
。
終
了
予
定
は
正

午
で
す
。

　

散
歩
で
き
る
服
装
で
、
持

ち
物
は
、
飲
み
物
、
お
や
つ

な
ど
。
参
加
費
用
は
無
料
で

す
。
天
候
に
よ
り
中
止

の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

事
前
に
左
記
、
公
式
ラ

イ
ン
で
お
友
達
登
録
し

て
「
参
加
希
望
」
と
連

絡
す
る
と
、
担
当
者
か

ら
返
信
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
直
接
現
地

で
の
参
加
も
可
。

毎
月
１
回
、ゆ
っ
く
り
め
ぐ
る「
ま
め
な
し
散
歩
」を
開
催

み
く
る

今
回
の
取
材
先
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